
に
隣
接
す
る
遺
跡
で
あ

る
。
標
高
二
〇
〜
四
〇

㍍
の
丘
陵
上
の
広
範
囲

に
弥
生
時
代
前
期
末
か

ら
古
墳
時
代
初
頭
に
か

け
て
の
墓
地
が
展
開
し

て
お
り
、
埋
葬
施
設
の

合
計
は
二
四
六
基
に
達

す
る
。
こ
の
う
ち
副
葬

品
の
管
玉
が
出
土
し
た

棺
は
二
基
に
限
ら
れ
る

が
、
Ⅰ
・
５
地
区
に
所

在
す
る
中
期
後
葉
の
４９

号
甕
棺
墓
で
は
幼
児
の

人
骨
と
と
も
に
貝
製
の

腕
輪
が
発
見
さ
れ
て
い
る
（
写
真
２
―
１９
）。
幼
児
の
年
齢
は
三
〜
四
歳

と
推
定
さ
れ
て
お
り
、
腕
輪
は
ア
カ
ガ
イ
の
中
央
を
穿
孔
し
、
研
磨
し
て

仕
上
げ
た
製
品
で
あ
る
。
縄
文
・
弥
生
時
代
を
通
じ
て
小
児
用
の
棺
か
ら

貝
製
の
腕
輪
が
出
土
し
た
例
は
非
常
に
少
な
く
、
九
州
で
は
佐
賀
県
大
友

か
ね
の
く
ま

遺
跡
・
福
岡
県
金
隈
遺
跡
な
ど
が
知
ら
れ
る
だ
け
で
あ
る
。

豊
前
市
河
原
田
塔
田
遺
跡
は
岩
岳
川
中
流
左
岸
の
標
高
五
五
㍍
の
低
台

地
上
に
立
地
す
る
遺
跡
で
、
前
期
末
か
ら
中
期
後
半
に
か
け
て
の
墓
地
が

調
査
さ
れ
て
い
る
。
石
棺
墓
や
石
蓋
土
壙

墓
が
わ
ず
か
に
あ
る
が
、
大
部
分
は
土
壙

墓
で
、
合
計
五
四
基
の
埋
葬
施
設
が
発
見

さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
も
副
葬
品
の
玉
類

が
出
土
し
た
棺
は
二
基
に
と
ど
ま
る
が
、

１
号
墓
か
ら
出
土
し
た
細
形
銅
戈
は
注
目

さ
れ
る
遺
物
で
あ
る
。
こ
の
銅
戈
が
出
土

し
た
位
置
は
、
遺
体
の
喉
元
か
ら
胸
に
当

た
る
場
所
で
あ
り
、
か
つ
全
長
一
〇
・
六

�
の
切
先
部
分
の
破
片
で
あ
る
こ
と
と
考

え
合
わ
せ
る
と
、
戦
闘
に
よ
っ
て
戦
死
し

た
人
物
の
埋
葬
施
設
と
推
測
さ
れ
る
。

大
平
村
大
塚
本
遺
跡
で
は
最
大
幅
四

㍍
、
深
さ
〇
・
五
㍍
の
溝
で
区
画
さ
れ
た
、
長
さ
一
六
㍍
、
幅
一
四
㍍
の

方
形
周
溝
墓
が
発
見
さ
れ
て
い
る
（
図
２
―
６４
）。
全
体
的
に
上
部
が
開

墾
に
よ
っ
て
削
平
さ
れ
て
い
た
が
、
箱
式
石
棺
墓
一
基
・
石
蓋
土
壙
墓
二

基
・
土
壙
墓
一
基
が
検
出
さ
れ
て
い
る
。
周
溝
か
ら
は
中
期
前
半
か
ら
後

半
の
土
器
が
出
土
し
て
お
り
、
京
築
地
域
で
は
最
古
の
特
定
集
団
墓
と
し

て
注
目
さ
れ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
京
築
地
域
の
前
期
か
ら
中
期
の
墓
地
の
ほ
と
ん
ど
が

共
同
体
の
構
成
員
全
員
の
集
団
墓
地
と
し
て
形
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

こ
の
時
期
、
北
部
九
州
の
先
進
地
域
で
は
す
で
に
複
数
の
銅
鏡
や
武
器
形

写真２―１８ 下稗田遺跡の墓地（行橋市教育委員会所蔵）

写真２―１９ 前田山遺跡４９号甕棺墓（行橋市教育委員会所蔵）

第２編 先史・原始

180



銅
製
品
な
ど
を
副
葬
す
る
有
力
集
団
の
墓
地
が
発
見
さ
れ
て
い
る
が
、
当

地
域
で
は
大
塚
本
遺
跡
で
方
形
周
溝
墓
が
確
認
さ
れ
て
い
る
に
と
ど
ま

る
。
こ
の
こ
と
は
当
地
域
が
北
部
九
州
の
他
地
域
に
比
べ
て
共
同
体
内
で

の
有
力
集
団
の
成
長
が
や
や
遅
れ
て
い
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
。

後
期
の
墓
地

京
築
地
域
の
弥
生
時
代
後
期
の
墓
地
に
は
墳
丘
や
周
溝

を
も
つ
も
の
が
現
れ
る
。
そ
の
代
表
的
な
遺
跡
の
一
つ

に
、
祓
川
の
河
岸
段
丘
直
上
に
立
地
す
る
豊
津
町
徳
永
川
ノ
上
遺
跡
が
あ

る
。
当
遺
跡
は
旧
石
器
時
代
か
ら
中
世
に
か
け
て
の
複
合
遺
跡
で
、
段
丘

す
さ
ぎ

こ
う

で

上
に
は
北
か
ら
居
屋
敷
遺
跡
・
鋤
先
遺
跡
・
徳
永
川
ノ
上
遺
跡
・
神
手
遺

跡
な
ど
の
遺
跡
が
南
北
約
七
〇
〇
㍍
に
わ
た
っ
て
続
い
て
い
る
。
徳
永
川

ノ
上
遺
跡
で
は
縄
文
時
代
に
動
物
を
狩
猟
し
た
落
と
し
穴
が
発
見
さ
れ
て

い
る
ほ
か
、
弥
生
時
代
の
集
落
・
墓
地
、
古
墳
時
代
の
群
集
墳
、
中
世
の

墓
地
な
ど
が
調
査
さ
れ
て
い
る
。
墓
地
は
前
期
の
土
壙
墓
が
単
独
で
一
基

確
認
さ
れ
て
い
る
ほ
か
は
、
す
べ
て
後
期
末
か
ら
古
墳
時
代
初
期
に
か
け

て
の
時
期
で
あ
る
。
こ
の
墓
地
で
は
盛
り
土
を
も
つ
墳
丘
墓
が
五
基
と
、

溝
や
区
画
さ
れ
た
群
と
し
て
独
立
す
る
墳
墓
群
が
一
一
基
確
認
さ
れ
て
い

る
。
こ
れ
ら
の
墳
丘
墓
や
墳
墓
群
の
な
か
に
は
複
数
の
棺
が
埋
葬
さ
れ
て

い
る
が
、
そ
の
う
ち
わ
け
は
墳
丘
墓
で
甕
棺
墓
三
基
・
箱
式
石
棺
墓
八

基
・
半
石
棺
墓
一
基
・
石
蓋
土
壙
墓
九
基
・
木
蓋
土
壙
墓
一
基
・
木
棺
墓

三
基
・
土
壙
墓
二
基
・
礫
床
土
壙
墓
一
基
の
合
計
二
八
基
、
墳
墓
群
で
は

甕
棺
墓
三
基
・
箱
式
石
棺
墓
七
基
・
石
蓋
（
木
蓋
を
含
む
）
土
壙
墓
五
二

基
の
合
計
六
二
基
で
、
両
者
を
合
わ
せ
る
と
九
〇
基
に
の
ぼ
る
。
こ
の
墓

地
の
も
っ
と
も
北
側
に
位
置
す
る
４
号
墳
丘
墓
（
写
真
２
―
２０
）
は
南
北

の
長
径
が
一
三
・
〇
㍍
、
東
西
の
短
径
が
九
・
五
㍍
の
楕
円
形
の
平
面
形

を
な
し
、
最
大
幅
一
・
一
㍍
の
周
溝
で
囲
ま
れ
て
い
る
。
墳
丘
上
に
は
箱

式
石
棺
墓
六
基
と
土
壙
墓
一
基
の
合
計
七
基
の
棺
が
設
け
ら
れ
て
い
た
。

４
号
棺
は
４
号
墳
丘
墓
の
中
央
付
近
に
あ
る
箱
式
石
棺
墓
で
、
棺
の
上
方

か
ら
鉄
剣
片
・
大
形
鉄
鏃
、
蓋
石
付
近
か
ら
細
形
管
玉
が
出
土
し
て
い

第３章 弥 生 時 代
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る
。
棺
の
床
面
の
内
法
は
長
さ
一
・
八
五
㍍
、
最
大
幅
〇
・
五
五
㍍
で
、

北
東
側
に
削
り
出
し
の
枕
、
南
西
側
に
も
石
枕
が
設
置
さ
れ
て
い
た
こ
と

か
ら
、
複
数
の
人
物
が
埋
葬
さ
れ
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
棺

内
に
は
赤
色
顔
料
が
敷
か
れ
、
北
東
側
が
盗
掘
さ
れ
て
い
た
が
、
副
葬
品

は
良
く
残
っ
て
い
た
。
棺
内
の
副
葬
品
は
細
形
管
玉
・
極
小
勾
玉
な
ど
の

玉
類
と
素
環
頭
刀
子
（
図
２
―
６５
・
５
）・
銅
鏡
が
あ
る
。
銅
鏡
は
中
国

の
後
漢
中
期
以
降
に
製
作
さ
れ
た
「
長
宜
孫
子
」
銘
内
行
花
文
鏡
で
、
直

径
一
三
�
の
完
形
品
で
あ
る
（
同
・
１０
）。
他
の
棺
の
副
葬
品
で
注
目
さ

れ
る
も
の
に
Ⅵ
号
墳
墓
群
４２
号
墓
出
土
の
鉄
製
釣
針
（
同
・
４
）
と
４
号

墳
丘
墓
３
号
棺
出
土
の
鉄
鏃
（
同
・
７
）
が
あ
る
。
釣
針
は
五
本
が
ま
と

ま
っ
て
出
土
し
て
お
り
、
長
さ
一
一
・
四
�
を
は
か
る
弥
生
時
代
で
は
日

本
最
大
の
も
の
を
含
ん
で
い
る
。
こ
れ
ら
の
釣
針
は
「
超
大
型
化
」
と
「
丸

造
軸
の
出
現
」
と
い
う
「
弥
生
終
末
に
お
い
て
一
気
に
近
代
化
を
達
成
」

し
た
、
時
代
の
先
端
を
行
く
製
品
で
あ
る
。
ま
た
、
鉄
鏃
も
大
形
で
透
孔

付
き
の
形
態
を
な
し
、「
機
能
的
に
は
大
き
な
透
孔
を
も
つ
こ
と
か
ら
流

体
力
学
を
駆
使
し
、
破
壊
力
を
増
加
し
た
鏃
」
で
、
滋
賀
県
雪
野
山
古
墳

な
ど
か
ら
も
出
土
し
て
い
る
が
、「
分
布
の
中
心
が
京
都
平
野
に
あ
る
」

こ
と
が
分
か
っ
て
き
て
い
る
（
柳
田
康
雄
『
徳
永
川
ノ
上
遺
跡
Ⅱ
』
一
般
国

道
１０
号
線
椎
田
道
路
関
係
埋
蔵
文
化
財
調
査
報
告
第
７
集
、
福
岡
県
教
育
委

員
会
、
一
九
九
六
）。
徳
永
川
ノ
上
遺
跡
の
墳
墓
群
で
は
こ
れ
ら
以
外
に

も
、
副
葬
品
と
し
て
銅
鏡
五
面
や
頭
飾
り
・
耳
飾
り
・
首
飾
り
・
腕
飾
り

な
ど
の
装
身
具
や
、
鉄
剣
（
図
２
―
６５
・
８
）・
鉄
斧
（
同
・
１
）・
	

（
同
・
６
）・
鉄
鎌
な
ど
の
鉄
製
品
が
全
体
の
約
四
割
に
あ
た
る
三
七
基

の
棺
か
ら
発
見
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
発
掘
成
果
か
ら
、
徳
永
川
ノ

上
遺
跡
は
三
世
紀
の
邪
馬
台
国
の
時
代
に
京
都
平
野
の
南
部
地
域
を
拠
点

と
し
て
い
た
首
長
層
の
歴
代
の
墓
地
と
考
え
ら
れ
る
。

後
期
の
首
長
層
の
墓
地
は
京
都
平
野
周
辺
で
他
に
も
方
形
周
溝
墓
が
い

く
つ
か
発
見
さ
れ
て
い
る
。
下
稗
田
遺
跡
で
は
同
時
期
の
集
落
か
ら
離
れ

写真２―２０ 徳永川ノ上遺跡４号墳丘墓
（福岡県教育委員会所蔵）
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た
南
東
側
の
丘
陵
上
で
、
全
体
の
三
分
の
一
程
度
が
残

存
す
る
墓
地
の
一
部
が
調
査
さ
れ
て
い
る
。
周
溝
は
一

辺
が
約
二
二
㍍
で
、
北
東
辺
の
中
央
部
は
溝
が
途
切
れ

て
い
て
墓
地
内
に
入
る
通
路
に
な
っ
て
い
た
と
考
え
ら

れ
る
。
周
溝
で
囲
ま
れ
た
内
側
は
石
棺
墓
・
石
蓋
土
壙

墓
・
土
壙
墓
な
ど
一
〇
基
の
埋
葬
施
設
と
祭
祀
遺
構
一

基
が
残
存
し
て
い
た
。
副
葬
品
は
こ
の
う
ち
四
基
の
棺

か
ら
素
環
刀
・
鉄
斧
・
	
・
刀
子
な
ど
の
武
器
や
工
具

が
出
土
し
て
い
る
。

行
橋
市
竹
並
遺
跡
Ａ
地
区
１０
号
古
墳
は
東
西
一
三
・

五
㍍
、
南
北
一
二
㍍
の
方
形
周
溝
墓
で
、
周
溝
か
ら
は

祭
祀
に
使
用
し
た
と
考
え
ら
れ
る
後
期
後
半
の
高
杯
が

出
土
し
て
い
る
。
周
溝
の
内
側
に
は
箱
式
石
棺
墓
・
石

蓋
土
壙
墓
・
土
壙
墓
な
ど
七
基
の
埋
葬
施
設
が
あ
り
、

ろ
っ
か
く

そ
の
う
ち
二
基
か
ら
鉄
剣
・
鉄
鏃
・
鹿
角
製
品
な
ど
の

副
葬
品
が
出
土
し
て
い
る
。

豊
津
町
北
垣
古
墳
群
は
祓
川
中
流
西
岸
の
標
高
八
八

㍍
の
丘
陵
上
に
立
地
す
る
。
弥
生
時
代
の
遺
構
と
し
て

は
中
期
の
集
団
墓
地
と
後
期
の
方
形
周
溝
墓
が
発
見
さ

れ
て
い
る
。
方
形
周
溝
墓
の
溝
は
西
辺
と
南
辺
し
か
検

出
さ
れ
て
い
な
い
が
、
全
体
で
は
南
北
約
一
六
㍍
・
東

西
約
一
四
㍍
の
規
模
と
推
定
さ
れ
る
。
中
央
部
が
古
墳

第３章 弥 生 時 代

図２―６５ 徳永川ノ上遺跡墳丘墓等の副葬品（８が縮尺２／９、他は縮尺１／３）

183



時
代
後
期
の
古
墳
で
破
壊
さ
れ
て
い
る
が
、
石
棺
墓
二
基
・
石
蓋
土
壙
墓

四
基
・
土
壙
墓
一
基
が
残
存
し
て
い
た
。
副
葬
品
は
８
号
石
棺
墓
か
ら
鏃

身
部
に
溝
状
の
透
穴
が
あ
る
大
形
の
鉄
鏃
が
二
点
出
土
し
て
い
る
。
こ
の

墓
地
は
節
丸
地
区
の
小
盆
地
の
首
長
層
の
墓
と
考
え
ら
れ
る
。

京
築
地
域
南
部
で
は
大
平
村
穴
ヶ
葉
山
遺
跡
が
後
期
の
代
表
的
な
墓
地

で
あ
る
。
当
遺
跡
は
大
分
県
と
の
県
境
を
な
す
山
国
川
西
岸
の
標
高
七
〇

㍍
前
後
の
丘
陵
斜
面
に
立
地
す
る
。
東
側
約
一
・
二
�
の
山
国
川
沖
積
地

に
は
後
期
の
環
濠
集
落
で
あ
る
唐
原
地
区
遺
跡
群
が
所
在
す
る
。
当
遺
跡

は
弥
生
時
代
終
末
期
の
集
団
墓
地
で
、
石
蓋
土
壙
墓
や
土
壙
墓
が
八
三
基

調
査
さ
れ
て
い
る
が
、
墓
域
は
周
辺
の
工
場
用
地
内
に
も
広
が
っ
て
い
た

と
考
え
ら
れ
、
埋
葬
施
設
の
総
数
は
一
〇
〇
基
以
上
に
の
ぼ
る
こ
と
は
確

実
で
あ
る
（
図
２
―
６６
）。
副
葬
品
と
し
て
は
内
行
花
文
鏡
片
や
勾
玉
・

き
り

こ

だ
ま

切
子
玉
・
管
玉
・
小
玉
等
の
玉
類
、
鉄
剣
・
素
環
刀
・
鉄
鏃
・
刀
子
・

	
・
鋤
先
な
ど
の
鉄
製
品
が
、
全
体
の
約
四
六
％
を
占
め
る
三
八
基
も
の

埋
葬
施
設
か
ら
出
土
し
て
い
る
。
埋
葬
さ
れ
た
人
々
は
唐
原
地
区
の
環
濠

集
落
の
住
人
と
考
え
ら
れ
る
が
、
副
葬
品
の
所
有
率
が
高
い
こ
と
は
、
山

国
川
流
域
の
拠
点
集
落
で
あ
っ
た
環
濠
集
落
の
人
々
が
他
の
集
落
の
人
々

に
比
べ
て
優
越
し
た
生
活
を
し
て
い
た
可
能
性
を
示
す
も
の
と
考
え
ら
れ

る
。
な
お
、
当
遺
跡
に
続
く
古
墳
時
代
前
期
の
首
長
は
、
北
東
約
八
〇
〇

㍍
に
位
置
し
、
銅
鏡
二
面
を
出
土
し
た
前
方
後
円
墳
の
大
平
村
能
満
寺
３

号
墳
を
築
造
し
て
い
る
。

前
田
山
遺
跡
で
も
後
期
の
墓
地
が
調
査
さ
れ
て
い
る
が
、
古
墳
時
代
初

頭
の
方
形
周
溝
墓
を
除
く
と
、
墳
丘
や
区
画
施
設
を
も
つ
墓
地
は
検
出
さ

れ
て
い
な
い
。
た
だ
し
、
Ⅰ
・
４
地
区
の
９
号
石
棺
墓
に
は
銅
鏡
と
素
環

頭
刀
子
が
副
葬
さ
れ
て
い
た
。
銅
鏡
は
「
長
�
子
君
」
銘
連
弧
文
鏡
で
、

直
径
九
・
八
五
�
を
は
か
り
、
中
国
後
漢
代
晩
期
の
製
品
で
は
な
い
か
と

推
定
さ
れ
て
い
る
。
素
環
頭
刀
子
は
全
長
二
六
・
六
�
、
刃
渡
一
七
� 図２―６６ 穴ヶ葉山遺跡の墓地

第２編 先史・原始

184



で
、
刃
部
の
両
面
に
は
平
絹
の
可
能
性
の
あ
る
布
が
付
着
し
て
い
た
。

京
築
地
域
で
は
後
期
に
な
る
と
特
定
集
団
の
墓
地
が
各
地
に
出
現
し
て

く
る
が
、
副
葬
品
で
見
る
限
り
北
部
九
州
の
他
地
域
と
比
較
す
る
と
質
・

量
と
も
に
や
や
劣
り
、
特
に
卓
越
す
る
よ
う
な
首
長
層
の
墓
は
発
見
さ
れ

て
い
な
い
。
こ
の
時
期
、
北
部
九
州
は
瀬
戸
内
海
沿
岸
地
域
や
畿
内
地
域

と
の
相
互
の
交
流
が
非
常
に
強
く
な
り
、
当
地
域
は
瀬
戸
内
海
を
介
し
て

こ
れ
ら
の
地
域
の
接
点
と
な
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
た
め
、
当

地
域
は
独
自
性
を
発
揮
す
る
こ
と
な
く
、
両
者
の
せ
め
ぎ
あ
い
の
中
に
埋

没
し
て
い
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

三

道
具
の
地
域
性

弥
生
時
代
に
列
島
内
の
各
地
域
で
製
作
・
使
用
さ
れ
た
道
具
は
、
そ
れ

ぞ
れ
の
地
域
の
文
化
的
特
徴
や
地
域
間
の
交
流
な
ど
を
考
察
す
る
非
常
に

有
効
な
資
料
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
京
築
地
域
の
土
器
・
石
器
や
そ
の
他
の

道
具
の
変
化
を
具
体
的
に
見
て
い
く
こ
と
と
す
る
。

土
器
の
変
化

と
地
域
性

京
築
地
域
の
前
期
の
土
器
は
、
初
頭
か
ら
中
葉
の
時
期

で
は
北
部
九
州
に
広
く
分
布
す
る
板
付
式
土
器
と
共
通

す
る
特
徴
を
も
つ
も
の
で
あ
る
。
当
地
域
で
最
も
古
い
前
期
の
土
器
は
行

橋
市
長
井
遺
跡
や
行
橋
市
辻
垣
畠
田
・
長
通
遺
跡
か
ら
出
土
し
て
い
る
。

前
期
の
中
葉
か
ら
後
葉
に
な
る
と
京
築
地
域
で
は
し
だ
い
に
地
域
の
個
性

う

じ
ょ
う
も
ん

が
顕
著
に
な
っ
て
く
る
。
壷
の
文
様
に
、
そ
れ
ま
で
の
羽
状
文
に
加
え

て
綾
杉
文
や
円
弧
文
・
木
葉
文
な
ど
が
施
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
（
図
２
―

６７
）。
特
に
、
施
文
道
具
と
し
て
、
そ
れ
ま
で
の
ヘ
ラ
状
工
具
以
外
に
ア

カ
ガ
イ
な
ど
の
鋸
歯
状
の
縁
辺
部
を
持
つ
二
枚
貝
が
多
用
さ
れ
る
点
が
大

き
な
特
徴
で
あ
る
。
こ
の
二
枚
貝
に
よ
る
施
文
は
、
山
口
県
西
部
の
響
灘

か
ら
瀬
戸
内
海
西
端
の
周
防
灘
沿
岸
地
域
に
共
通
し
て
み
ら
れ
る
手
法
で

あ
り
、
遠
賀
川
以
西
の
北
部
九
州
と
は
別
の
文
化
圏
を
形
成
す
る
要
素
と

な
っ
て
い
る
。

中
期
に
な
る
と
、
ご
く
一
部
の
地
域
で
壷
に
文
様
を
施
す
も
の
が
残
る

が
、
大
部
分
は
文
様
帯
を
つ
け
な
い
北
部
九
州
の
広
い
文
化
圏
の
な
か
に

包
括
さ
れ
て
し
ま
う
。
特
に
、
中
葉
に
は
遠
賀
川
以
西
の
須
玖
式
土
器
の

文
化
圏
の
強
い
影
響
を
受
け
る
。
た
だ
し
、
甕
の
口
縁
部
が
「
く
」
の
字

形
に
な
る
古
い
様
相
は
、
当
地
域
で
は
中
期
の
後
葉
ま
で
根
強
く
残
る
。

後
期
で
は
、
土
器
は
西
日
本
の
広
い
範
囲
で
比
較
的
画
一
化
さ
れ
て
く

る
。
当
地
域
で
も
中
葉
に
は
高
杯
が
瀬
戸
内
海
沿
岸
地
域
の
影
響
を
み
せ

る
し
、
後
葉
以
後
に
は
壷
や
甕
の
底
部
が
丸
底
化
し
始
め
、
当
地
域
の
独

自
性
は
ほ
と
ん
ど
み
ら
れ
な
く
な
る
。

こ
の
よ
う
に
、
京
築
地
域
の
土
器
は
前
期
後
葉
の
一
時
期
を
除
く
と
固

有
の
地
域
色
を
も
つ
時
期
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
絶
え
ず
北
部
九
州
や
瀬
戸

内
海
沿
岸
・
近
畿
地
方
な
ど
の
影
響
を
受
け
続
け
て
い
た
。
別
の
見
方
を

す
れ
ば
、
当
地
域
は
弥
生
時
代
に
は
列
島
内
各
地
と
の
交
流
が
非
常
に
盛

ん
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

次
に
他
地
域
か
ら
当
地
域
に
持
ち
込
ま
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
土
器
を
い

く
つ
か
み
て
み
よ
う
。
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